
矢向中学校ブロック共通目標 

輝く未来を切り拓く、たくましい子どもを育てます。 

新鶴見小学校教育目標 

しんじる つながる みちをひらく  新・鶴・見！ 

令和７年度 

学校説明会資料 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

新鶴見小学校 教育目標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①知：興味をもって、自ら進んで学習に取り組む力を育てます。 

②徳：自ら判断する力と、人を思いやる心を育てます。 

③体：自ら運動に親しみ、健やかな心と体を育てます。 

④公：人とのつながりを大切にし、地域を愛する心を育てます。 

⑤開：多様な考えを認め合い、共に生きていく力を育てます。 

あえて「教育目標」にしたのは、

学校だけでなく地域・保護者と共

に達成する目標だからです。 

「しんじる」…自分を信じ、 

「つながる」…仲間と、地域とつながり、 

「みちをひらく」…未知なる道を、自分たちの力で切り拓く子。 

since 2019 
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幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の姿 
「健康な心と体」 「自立心」 「協同性」 「道徳性・規範意識の芽生え」 「社会生活との関わり」 「思考力の芽生え」 
「自然との関わり・生命尊重」 「数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚」 「言葉による伝え合い」 「豊かな感性と表現」  

幼稚園教育要領「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」より 

伝え合うことで視野を広げる力 

☆主体性 

☆地域を愛する気持ち 

自ら判断しようとする姿勢 

成 

長 

の 
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好奇心 

☆他者を理解する心・自己を理解する姿勢 

協同性 
社会生活との関わり 

自立心 

つながりを考え、合意形成する姿勢 

自ら道を切り開いていく力 

健康な生活を実践する力 

課題解決する力 

☆あきらめない心 

地域に参画する姿勢 

 『自ら学び 社会とつながり ともに未来を創る人』 

 五つの視点「知」「徳」「体」「公」「開」で表す力  

小６ 

小１ 

自己肯定感 

（自分づくりイメージ図） 
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横浜市立新鶴見小学校 令和 7 - 9 年度版中期学校経営方針 I 

「しんじるつながるみちをひらく新・鶴・見！」

学 ①興味をもって、自ら進んで学習に取り組む力を育てます。（知）

校 ②自ら判断する力と、人を思いやる心を育てます。（徳）

教 ③自ら運動に親しみ、すこやかな心と体を育てます。（体）

育 ④人とのつながりを大切にし、地域を愛する心を育てます。（公）

目 ⑤多様な考えを認め、共に生きていく力を育てます。（開）

標

学校 創立 30 周年I学校長 田名部和美 I副校長岡村員 I 2 学期制I一般学級： 27 個別支援学級： 10

概要 児童生徒数： 887 人 I主な関係校：矢向中学校矢向小学校

教育課程全体で

育成を目指す資質・能力

「自立と貢献」
く社会的自立・自己実現力＞
＜協働・共生力＞
く自他の幸福追求力＞

矢向中 小中一貫教育推進ブロックにおける

ブロック
育成を目指す資賣・能力を踏まえた
「9年間で育てる子ども像」と具体的取組

矢向中学校
輝く未来を切り拓く、たくましい子矢向小学校

新鶴見小学校 • 0-「.児.-童.生.-徒.の.幸-福..実-現..を-目..指-す..支-援..・-指.導.-」 •• -.. -.. -.. -.. -.. -.. 

0羞務教育終了時の「自立・貢献」実現を目指した9年間の教育活動
0授業体験と部活動体験を通した児童生徒交流
0重点研・校内授業研の相互参加。学力向上に向けた研究協議会

中
期
取
組
目
標

0教育目標の実現に向けて、自分を信じ、仲間と地域とつな力り、未知なる を自分たちの力で切り拓く子どもの育成を目指しま
す。

・学習の楽しさを実感できる授業づくりを推進し、子どもの思いや考えを大切にしながら、子どもが自ら学び進む授業づくりを進めま

す。

・誰もが安全に安心して、楽しく学校生活が送れるよう、一人ひとりをしっかりと見取り、丁寧に寄り添います。

・地域の人たちとのつながりを大事にし、豊かな体験やかかわりを通して、地域を愛する心を育てます。

具体的取組

D字？可雰万守丙百で霰m罷モー
外部の研修にも積極的に参加し、日々の授業実践に生かしていく。
②重点研究テーマ「算数って、おもしろいかも！ ？～わかった・できたを自覚できる授業を目指して～」に向かって算数科を中心に

担当教育課程・評価部重点推進取り組み、子どもが主体的に学ぶ授業づくりを目指す。

①豊かな心の育成を目指して、道徳科を中心に各教科の学習において、自他を思いやる心を育てていくようにする。
②全学級の道徳科授業公開を年一回以上行い、心の教育の実践について保護者に啓発していく。

重点取組分野

知 授業改善

徳 道徳教育

担当 道徳部

体

担当

健康教育
食育

体育・食育部

①年間カリキュラムを見直し、低中高ブロックのつながりを意識して授業 くりに取り組む。学校全体として割り当てを無駄なく実施し時数を
確保するために、学年間で相談したり、2クラス同時に場を活用したりするなど工夫をしていく。
②規則正しい生活を送ろうとする姿勢を培うとともに、養護教諭と担任が連携しながら、保健学習の充実を図る。また、栄養教諭と担任が運
携して、食育タイムや教科学習、給食時間の食育に取り組み、児童の食に対する意識をさらに高める。

公
開

地域学校

協働活動

担当 教育活動部

Dしんつるサホーター （地域学校協働本部）、スクールパートナーと運携しな力ら、保護者・地域人材の協力を得て、教育活動の充実を図る。年度
一括してボランティア登録をする仕組みを活用して、計画的に様々 な方の協力を得る。
②学校運営協議会に様々 な立場の教職員が出席し、学校の現状について意見交換するとともに、委員が授業や行事を参観する機会を設け、子どもの姿
を共有しながら、地域と共に歩む学校運営を目指す。
③30周年行事に向けて、地域の方々 ・保護者とともに準備を進め実施する。

めに

いじめへの対応
らに、ホームペーシ

担当

担当

指導部

人材育成・

組織運営（働き方）

主任会・メンター研

Dいじめの ．止のこめに、児に関 ょ 共やいじめアンケート
等を通して、いじめ対応への学校の取組や方針を積極的に伝えていく。
②いじめやいじめにつながる案件について、基本方針に則り、いじめ防止対策委員会を中心に、迅速かつ丁寧に組織的な対応を
行っていく。

①会議の内容を精選し、運営方法を改善することで働き方改革を目指す。学校運営上の課題を明確にし、教職員全員が強みを生かしつつ
学校運営に参画できることを目指す。
②メンターチーム研修の柱を明確にし、教科研修を中心にした自発的な取組を学校全体で支えていく。学習指導・児童支援の実践力向上に
つなげる。

特別支援教育

担当 指導部

人権教育

担当 安心・安全部

①学年間で情報を共有し、児童支援専任•特別支援コーディネーターを中心に組織的・計画的・継続的に支援していく。関係機関
とも密に連携をとるとともに、支援の中長期的な見直しも図っていく。
②個別支援の必要な児童の理解と、支援や交流学習の在り方について、教職員が共通認識をもって研修する。どの児童にとって
も分かりやすいことを意識した授業づくりに取り組む。

①学級や学年、異学年集団において交流のしかたを工夫し、行事や活動を通じて子どもが人とのつながりを感じ、互いに認め合
える集団作りを目指す。
②日々の学級指導や人権週間等を通して、人とのつながりの中から、子ども同士が認め合い、自分も他の人も大切にできる心を
育成する。



横浜市立新鶴見小学校中期取組目標実現に向けた「三つ07ヲン」 令和7年度 | 
豊かな心0育成推違7ヲン

野

担当 道徳部

具体的取

①豊かな心の育成を目指して、道徳科を中心に各教科の学習において、自他を思いやる心を育てていくように

する。
②全学級の道徳科授業公開を年一回以上行い、心の教育の実践について保護者に啓発していく。

学校教育目標
「しんじるつながるみちをひらく新・鶴・見！」

①興味をもって、自ら進んで学習に取り組む力を育てます。（知）
②自ら判断する力と、人を思いやる心を育てます。（徳）

③自ら運動に親しみ、すこやかな心と体を育てます。（体）

④人とのつながりを大切にし、地域を愛する心を育てます。（公）
⑤多様な考えを認め、共に生きていく力を育てます。（開）

で
育成を目指す資質・能力

具体化した資質・能力

「自立と貢献」
く社会的自立・自己実現力＞
＜協働・共生力＞
く自他の幸福追求力＞

1自己肯定感 I

他者を理解する心自己を理解する姿勢
地域を愛する気持ち主体性あきらめない心

I課題解決力 I

低課題解決するカ
中 自ら判断しようとするカ
高 つながりを考え合意形成する姿勢

中期取組目標
0教育目標の実現に向けて、自分を信じ、仲間と地域とつながり、未知なる道を自分たちの力で切り拓く子どもの育成を目指します。
・学習の楽しさを実感できる授業づくりを推進し、子どもの思いや考えを大切にしながら、子どもが自ら学び進む授業づくりを進めます。

・誰もが安全に安心して、楽しく学校生活が送れるよう、一人ひとりをしつかりと見取り、丁寧に寄り添います。
・地域の人たちとのつながりを大事にし、豊かな体験やかかわりを通して、地域を愛する心を育てます。
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生百塁：；；：ざ:;:;:::：；tつ：：：に学校1|8阜9：嘉閃：孟笞＇悶9盃合虹じ、互：、：：：：：る集団作りを目指す。
人と接することが好きな子どもが多く、ペア活動など
も積極的に関わる姿が見られる。反面、距離感が近
すぎてトラブルが起きることもある。トラブルが起きる
ときには、言葉でのコミュニケーションがたりないこと
から起きることが多い。学級活動や交流活動で、より
よい関わり方を学ぶ場や環境づくりが必要と考えられ
る。

また、互いの個性を尊重し、地域・社会の一員とし
て自発的に行動できるよう、授業づくりなど教育活動
に取り組んでいる。

目標を実現するための具体的行動プラン

値全動0・•道各「の学を徳道学生よ級徳の級さかの授ののをし道理時業道た徳解間徳の指の」充しの謳授の、実時を価充業行を閻値を実うはとを家。学か捉庭校るえ・。地の、問域教自題育分（年解活な決に動り1的に国全な発体以学震上を習さ通）せ公のして開工ていす夫行くをるうこ道．行と籠いが教、で子育きどるともよの一う襲に人連工一を夫人図すがりる`道体。徳験的活価
上

半 値0回•・特体特値り験別に別観活活あを活動動る学動人をにん等通お・だの自しいり然多ててし様、社道て共な徳い会通実く的とこの践価繰と関活値りが心動返をでな芍し宜きど調＊←る図.をわ生よし基るうかたにに体す実、す験践問る活や顆。動体奮を験壽豊活異か麹をにを高行年めう間た。指り、導関計わ画っ／ こ位置付け、身の期

た方の考え方や

oこ・・道ロとrイ道徳をロ徳教目ノ指の育ーす時にト等つ。間にい」の残て充、し家実た庭子、ど地も域のに振発り返信りしを意保識護の者啓と発共を有図しる`。道徳教育の充実を感じてもらえる

下 望0・体体ま験し験活い活動勤動を労の充観充実や実さ職せ業る観こにとで、 思ヽてい考やえりてのい心くこやと社が会で性きをる養よううことにつながるように、規範意識、
半 つし にする。

期

学力岡上ア，，ション7ラン 健やかな体0青成7ラン

具体的取
①子どもたちが主体的に取り組むことができる授業を目指し、単元開発や教材研究に取り組み、教師の授業力向上を図る。また、外部の研修
にも積極的に参加し、日々 の授業実践に生かしていく。
②重点研究テーマ「算数って、おもしろいかも！ ？～わかった・できたを自覚できる授業を目指して～」に向かって算数科を中心に取り組み、子

担当I教育課程・評価部重点推進1どもが主体的に学ぶ授業づくりを目指す。

学力向上に圏わる本校の状況

(1)学力に関わる子どもの実態
※横浜市学カ・学習状況調査より
青・・・学力 黄・・・学習意識 赤…生活意識

令和6年度

3年

6年 ― 6年

(2)これまでの学校の取組状況
•総合的な学習の時間を中心として、子どもの「やり
たい」「どうしてだろう」という思いを大切にしながら、
授業を組み立ててきた。学びの素地が築かれ、楽し
みながら意欲的に取り組む姿が多く見られるように
なってきた。
•横断的な学習を通して、基礎的・基本的な力が高
まっているものの、学習に対する意識にばらつきが見
られるようになってきた。特に国語や算数に対する意
識は二極化の傾向にある。
・子どもたちが思いをもって学習に取り組んでいること
を生かして、子ども自身が「分かった・できた」を自覚
し、表現できる授業づくりを目指す。

今年度の目標

「算数って、おもしろいかも！ ？～わかった・できたを自覚できる授業を目指して～」
0子どもが変わる授業づくり
0子ども自身が変容を自覚できる学びづくり

目標を実現するための具体的行動プラン

上

半

期

◎子どもが変わる授業づくり

下

半

期

取組分野

健康教育
食育

担当I 体育・食育部

具体的取
①年間カリキュラムを見直し、低中高ブロックのつながりを意識して授業づくりに取り組む。学校全体として割り当てを無駄なく実施し時数を確保
するために、学年間で相談したり、2クラス同時に場を活用したりするなど工夫をしていく。
②規則正しい生活を送ろうとする姿勢を培うとともに、養護教諭と担任が連携しながら、保健学習の充実を図る。また、栄養教諭と担任が連携し
て、食育タイムや教科学習、給食時間の食育に取り組み、児璽の食に対する意識をさらに高める。

健やかな体に関わる本校の状況

(1)健やかな体に関わる子ども生徒の実態

(2)これまでの学校の取り組み状況と成果
0体力や運動能力についての回答から、男子女子と
もに平均値より低い学年が多いことがわかる。また、
奇数学年が偶数学年より数値が高いことが分かる。
0養護教諭や栄養教諭と連携した授業づくりを行うこ
とで、健康に対する意欲や知識が高まっている。
0食育タイムでは、教科との関わりを意識して作成し
たバランスイーナワークに取り組んでいる。
0食の学習や給食時間をを楽しみにしている子ども
が多いが、給食の残食率は、魚類、豆類、野菜類の
残食が市の平均よりやや多く、必要性はわかってい
ても食べる量の増加につながっていない。

今年度の目標

0体育学習の充実と運動時間や機会の増加
0体や健康に関する学習、給食を教材として活用する食育を、養護教諭や栄養教諭と連携しながら、
学校の教育活動全体ですすめていく。

目標を実現するための具体的行動プラン

上

半

期

下

半

期


